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諸
書
の
本
草
害
に
収
載
さ
れ
て
い
る
菌
類
で
あ
り
昆
虫
病
原

菌
で
も
あ
る
生
薬
名
を
出
典
の
古
い
順
に
み
る
と
、
ム
シ
カ
ビ

の
白
彊
蚕
（
四
＄
こ
ぐ
閏
国
国
閉
里
自
巴
、
コ
ル
ヂ
セ
プ
ス
属
の
蝉

董
（
［
蝉
花
・
冠
蝉
］
○
○
『
身
用
扇
８
９
三
閏
巴
、
次
い
で
冬
虫

夏
草
（
の
負
号
５
房
の
ヨ
①
易
厘
の
順
と
な
る
。
白
彊
蚕
は
養
蚕

の
発
達
に
よ
り
自
然
発
生
頻
度
も
高
く
生
薬
と
し
て
供
給
に
不

足
を
生
じ
な
か
っ
た
為
、
『
医
心
方
」
を
は
じ
め
多
く
の
本
草

書
・
医
書
に
薬
効
記
載
を
見
、
天
平
九
年
（
七
三
七
）
の
太
政

官
官
符
に
天
然
痘
に
よ
る
皮
膚
癩
痕
治
療
の
記
載
ま
で
さ
か
の

ぼ
る
こ
と
が
出
来
る
。
ま
た
蝉
花
の
文
献
史
上
で
の
初
出
は
李

時
珍
『
本
草
綱
目
」
に
よ
れ
ば
『
礼
記
」
と
す
る
が
演
者
は

「
図
形
本
草
」
二
○
六
一
’
一
○
六
二
）
以
降
と
す
る
。
生
薬

と
し
て
詳
述
さ
れ
る
劉
文
泰
撰
「
本
草
品
彙
精
要
」
二
五
○
五
）
、

ワワ
ノイ

冬
虫
夏
草
（
広
義
）
渡
来
の
歴
史
と
薬
物

と
し
て
の
受
容

奥
沢
康
正
京
都
市

李
時
仲
梓
著
『
薬
性
解
」
二
六
三
○
頃
）
、
和
刻
の
松
岡
如
庵

著
「
用
薬
須
知
」
二
七
二
二
な
ど
蝉
董
の
薬
効
記
載
は
白
彊

蚕
に
比
べ
少
な
い
。
な
お
、
蝉
章
の
薬
効
は
蝉
、
蝉
脱
（
蝉
殼
）

と
極
め
て
類
似
し
て
お
り
、
小
野
蘭
山
も
『
本
草
綱
目
啓
蒙
」

二
八
○
三
）
に
蝉
章
の
代
替
生
薬
と
し
て
記
述
し
て
お
り
、
こ

れ
は
蝉
箪
の
発
生
量
に
よ
る
供
給
不
足
の
為
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
演
者
は
以
前
に
冬
虫
夏
草
（
。
。
ａ
胃
呂
の
め
ヨ
①
邑
里
巴

初
出
を
呉
儀
洛
撰
『
本
草
従
新
」
二
七
五
七
）
と
し
て
い
た
が
、

今
回
の
調
査
に
よ
り
内
閣
文
庫
所
蔵
汪
昂
著
「
本
草
備
要
」

（
一
六
八
三
）
に
記
載
を
見
な
い
が
杏
雨
書
屋
所
蔵
『
増
訂
本
草

備
要
」
二
六
九
四
）
に
冬
虫
夏
草
の
記
載
を
見
、
こ
の
書
を
も

っ
て
初
出
と
し
て
誤
り
を
訂
正
し
た
い
。
ま
た
冬
虫
夏
草
の
渡

来
時
期
に
つ
い
て
は
青
木
昆
陽
著
『
続
昆
陽
慢
録
・
補
」
二
七

六
八
）
、
広
川
獺
著
『
長
崎
聞
見
録
』
（
一
八
○
○
）
の
ほ
か
栗

本
瑞
見
『
千
晶
譜
」
二
八
一
二
に
は
「
享
保
一
三
年
二
七

二
八
）
に
寧
波
の
船
主
伊
心
宣
が
長
崎
に
船
載
し
、
こ
れ
を
幕

府
に
献
上
し
た
」
と
の
記
載
が
あ
り
、
一
七
二
三
年
イ
エ
ズ
ス

会
宣
教
師
ド
ミ
ニ
ク
・
パ
ル
ナ
ン
ｅ
ｏ
日
冒
昌
匡
①
配
『
『
⑦
昌
己

二
六
五
一
’
一
七
四
二
が
中
国
の
冬
虫
夏
草
を
フ
ラ
ン
ス
科
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学
ア
カ
デ
ミ
ー
に
送
っ
て
お
り
、
チ
ュ
ン
ベ
リ
ー
が
長
崎
出
島

に
滞
在
中
二
七
七
五
’
一
七
七
六
）
、
ま
た
シ
ー
ボ
ル
ト
が
一

八
二
六
年
江
戸
参
府
途
中
冬
虫
夏
草
の
乾
燥
標
本
を
見
て
い
る

な
ど
の
、
諸
資
料
に
よ
り
演
者
は
一
七
二
八
年
以
降
、
冬
虫
夏

草
は
長
崎
は
じ
め
九
州
で
入
手
可
能
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
藤
井
成
斎
著
『
手
板
発
蒙
」
（
一
八
二
三
）
に
よ
る
江
戸
で

か
な
り
の
数
量
が
比
較
的
安
価
に
取
引
さ
れ
、
柚
木
常
盤
が
住

し
た
滋
賀
県
下
迫
村
近
辺
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
と
推
察
さ
れ
る

近
江
産
冬
虫
夏
草
（
虫
生
菌
の
属
種
不
明
）
の
記
載
、
さ
ら
に

明
治
中
期
に
お
い
て
九
州
八
女
産
の
カ
メ
ム
シ
タ
ヶ

（
○
○
ａ
胃
⑦
扇
己
匡
国
房
）
が
関
東
で
市
販
さ
れ
て
い
た
史
実
な

ど
が
冬
虫
夏
草
属
を
生
薬
に
利
用
し
て
い
た
裏
づ
け
と
な
る
。

も
っ
と
も
蝉
董
、
冬
虫
夏
草
な
ど
昆
虫
本
草
に
位
置
す
る
昆
虫

病
原
菌
の
薬
物
利
用
は
我
国
に
於
い
て
広
く
利
用
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
主
た
る
理
由
は
中
国
、
日
本
に
お
け
る
採
集
量
の
不
足

が
大
き
く
影
響
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

最
後
に
冬
虫
夏
草
の
記
述
は
本
草
書
・
医
書
の
ほ
か
中
国
で
は

哀
棟
著
「
書
隠
叢
説
」
二
七
六
八
以
前
）
、
唐
美
鉤
著
『
文
房
騨

考
」
（
一
七
七
五
）
、
椿
園
著
『
西
域
聞
見
録
」
（
一
七
七
七
）
、

馬
掲
・
盛
縄
祖
著
「
衛
蔵
図
識
」
二
七
九
二
）
、
徐
昆
著
『
柳

崖
外
編
」
二
七
九
三
）
な
ど
一
七
六
○
年
代
か
ら
一
七
九
○
年

代
に
か
け
て
、
日
本
で
は
橘
南
諮
「
東
西
遊
記
」
（
一
七
八
五
年

度
の
記
述
）
、
広
川
獺
（
一
八
○
○
）
、
伴
窩
膜
「
閑
田
次
筆
」

二
八
○
六
）
、
多
紀
元
簡
著
『
医
謄
・
続
編
」
二
八
○
九
）
な

ど
一
七
六
○
年
代
よ
り
一
八
一
○
年
代
に
か
け
て
地
誌
、
紀
行
、

随
筆
等
の
諸
耆
に
珍
奇
な
物
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

等
の
内
容
は
幼
虫
か
ら
踊
、
羽
化
、
産
卵
と
い
う
生
命
の
再
生
、

復
帰
と
い
う
輪
廻
思
想
に
重
ね
昆
虫
か
ら
草
木
、
草
木
か
ら
昆

虫
へ
と
全
く
異
質
な
物
に
変
化
す
る
”
物
化
“
の
不
思
議
さ
は

西
洋
で
も
く
侭
２
号
庁
乏
尉
冨
四
目
口
冨
昌
乏
日
日
の
と
称
さ
れ

て
お
り
、
古
今
東
西
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
入
る
。


